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１ 日本海沿岸における住居跡の分布

山形県・秋田県・青森県（津軽地区）における住居跡の検出数は、山形県２遺跡１０軒、秋田軒１１遺

跡１９軒、青森県４遺跡７軒となっており、青森県は太平洋沿岸を含めると２０遺跡７６軒と非常に多い。

山形県では日本海沿岸からの検出例はないが、内陸の２遺跡はいずれも低湿地の自然堤防上に立地

する。また、炭化米やアワ・ヒエが検出されていることから水田経営の可能性が期待される。秋田県

では台地や段丘上に立地し、前期が最も多く、中期以降は住居跡の有無に関わらず遺跡数が激減して

いる。青森県では日本海沿岸に少なく、太平洋側の南部・上北地区の検出例が多数を占めており、い

ずれも台地や段丘上に立地する。秋田県同様に中期以降の遺跡数が激減している。

２ 住居の構造について

ほとんどが炉を中心とする対角線上に立てられた４本の主柱穴からなる竪穴住居であるが、５～６

本柱の例や、小柱穴からなる側柱のみの例も見られる。主柱穴に加えて周溝の内外に側柱を立てる例

があり、壁立式の住居であったことが分かる。特に中心から主柱穴を結んだ線の延長上に配置された

柱穴はサスを受ける側柱であったと思われ、その他の柱穴は側桁を受けていたと考えられる。

炉跡は簡易な石囲炉を用いる例が多く、地床炉として検出されたものでも周辺から石が検出された

例があり、元は石囲炉であった可能性がある。住居の平面形態は円形あるいは楕円形が多い。

これらの特徴は縄文晩期からの継続性が見られるものであり、弥生文化の受容に伴う住居構造の変

化は小さかったと思われるが、前期の住居跡に竪穴部分の直径８m、面積５０㎡を超える大形のものが

目立ち、縄文晩期に比べて一時的な大形化が見られる。

３ 集落の形態について

ほとんどの集落跡は竪穴住居跡１～２軒からなる小規模なものであり、住居が建て替えられた例は

半数に満たないことから、やや短い期間に単独で営まれていた集落であったと考えられる。

秋田市の御所野台地では、台地上の広い範囲で調査が行われたが、複数の住居が建て替えを行う継

続性をもちつつ、その他の施設を有する集落跡として確認されたのは地蔵田遺跡のみであった。その

他の遺跡は継続期間が地蔵田遺跡と重複すると考えられ、集落跡の他に墓域の遺跡も発見されている

ことから、地蔵田遺跡を拠点として異なる様相の遺跡が関連して存在していたことが考えられる。ま

た、中期の地蔵田遺跡廃絶後に続く遺跡が台地上から発見されておらず、集落のあり方が大きく変化

したことが考えられる。大館市諏訪台C遺跡も同様の拠点となる集落であったと思われる。

なお、山形県・秋田県の３遺跡から炭化米や籾圧痕土器片が発見されているが、水田遺構や農耕具

が伴った例はなく、集落と水田経営を直接結びつけるには至っていない。
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